
と
と
も
に
昭
和　

年
か
ら
羽
幌
川

27

左
岸
に
港
を
拡
張
し
、
昭
和　

年
32

西
防
波
堤
着
工
、
昭
和　

年
の

36

「
第
一
次
港
湾
整
備
計
画
」で
更
に

西
防
波
堤
延
長
を
拡
張
し
、
平
成

　

年
度
の
「
第
十
次
港
湾
整
備
計

24画
」
ま
で
長
期
計
画
に
よ
り
整
備

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
昭
和　

年
に
「
羽
幌

54

港
長
期
整
備
計
画
基
本
構
想
」
と

し
て
計
画
。
そ
の
後
、
状
況
や

ニ
ー
ズ
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
、
修

正
を
加
え
な
が
ら
整
備
を
進
め
、

今
日
に
至
っ
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�

　

こ
の
よ
う
に
、
捕
鯨
か
ら
ニ
シ

ン
、
沖
合
漁
業
へ
と
変
遷
し
た
漁

業
。
天
売
村
、
焼
尻
村
と
の
合
併
。

炭
鉱
開
発
に
よ
り
石
炭
と
と
も
に

も
た
ら
さ
れ
た
繁
栄
、
閉
山
に
よ

る
人
口
流
出
。
離
島
観
光
ブ
ー
ム

な
ど
、
羽
幌
町
の
歴
史
と
と
も
に

役
割
を
変
え
な
が
ら
羽
幌
港
は
大

き
く
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、
耐
震
岸
壁
が
整
備
さ
れ
、

万
が
一
の
災
害
の
際
に
は
物
資
や

人
の
輸
送
拠
点
と
し
て
の
役
割
も

期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

　

次
回
は
、「
港
湾
整
備
の
あ
ゆ

み
」
を
２
月
号
に
掲
載
予
定
で
す
。

両
島
を
結
ぶ
天
羽
丸
の
定
期
航
路

が
就
航
。
羽
幌
港
に
は
昭
和　

年
25

に
寄
港
が
認
可
さ
れ
、
両
島
と
苫

前
、
羽
幌
の
三
角
航
路
が
就
航
し

ま
し
た
。

　

昭
和　

年
天
売
村
、昭
和　

年
に

30

34

焼
尻
村
が
併
合
さ
れ
、離
島
観
光

ブ
ー
ム
を
経
て
、昭
和　

年
に
両
島

39

は「
天
売
・
焼
尻
道
立
自
然
公
園
」に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。昭
和　

年
に
は

41

２
万
人
を
超
え
る
観
光
客
で
賑
わ

い
、両
島
住
民
の
要
望
が
強
ま
っ
た

こ
と
か
ら
昭
和　

年
、羽
幌
港
が
両

４4

島
航
路
の
基
地
に
な
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

羽
幌
港
は
、
北
海
道
総
合
開
発

始
ま
り
石
炭
の
積
出
港
と
し
て
大

き
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

　

そ
の
間
に
も
昭
和　

年
８
月
の

１５

津
波
に
よ
り
防
波
堤
や
胸
壁
が
破

損
し
、
国
の
補
助
に
よ
る
復
旧
工

事
や
、
町
民
の
奉
仕
、
寄
付
に
よ

る
浚
渫
作
業
が
行
わ
れ
る
な
ど
、

漁
船
の
利
用
に
は
た
く
さ
ん
の
お

金
と
苦
労
が
必
要
で
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�

　

天
売
・
焼
尻
両
島
は
、
小
樽
か

ら
稚
内
へ
の
定
期
船
に
よ
り
北
海

道
本
土
と
結
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　

昭
和
８
年
に
羽
幌
川
口
か
ら
石

油
発
動
機
船
「 
天
羽
丸 
」
が
造
船
。

て

ん

ぱ

ま

る

翌
年
郵
便
航
路
が
開
設
、
苫
前
と

修
築
の
陳
情
を
し
て
い
ま
す
。

�
�
�
�
�
�
�
	
�
�


�

　

昭
和
７
年
、
北
海
道
に
よ
り
、

第
ニ
種
港
湾
と
し
て
の
着
工
が
決

定
、
昭
和　

年
に
一
応
の
完
成
を

10

見
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
翌
年
、
災

害
で
港
内
が
埋
没
し
、
船
舶
の
出

入
り
が
不
可
能
と
な
り
、
復
旧
の

た
め
に
毎
年
海
底
の
砂
泥
を
取
り

除
く
工
事
（ 
浚
渫 
工
事
）
を
行
わ

し
ゅ
ん
せ
つ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
対
策
と
し
て
、
昭
和　

年
、

15

羽
幌
川
を
港
の
外
に
流
し
て
港
湾

機
能
の
回
復
を
図
る
計
画
が
で
き
、

昭
和　

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

18

　

同
じ
頃
、
築
別
炭
鉱
の
採
炭
も

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

　

羽
幌
町
史
を
開
く
と
、
明
治　
20

年
、
石
川
県
人
が
こ
の
地
で
捕
鯨

業
を
始
め
、
ニ
シ
ン
漁
業
者
の
来

往
が
増
え
町
に
発
展
し
た
と
あ
り

ま
す
。昭
和
７
年
の
国
鉄
羽
幌
線
の

開
通
ま
で
は
、
物
資
の
運
搬
は
専

ら
海
上
輸
送
に
よ
る
も
の
で
し
た
。

当
時
は
羽
幌
川
の
河
口
付
近
の
堤

防
で
荷
物
の
積
み
下
ろ
し
を
し
て

お
り
、
明
治
か
ら 
船
入
澗 
の
修
築

ふ

な

い

り

ま

が
望
ま
れ
て
い
ま
し
た
。　

　

大
正
の
ニ
シ
ン
不
漁
時
代
に
な

る
と
生
活
の
安
定
を
求
め
て
沖
合

漁
業
へ
の
転
換
が
必
要
と
な
り
、大

正　

年
に
は
、
北
海
道
に
船
入
澗
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平成24年10月22日上空から撮影


